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日本新記録を樹立した、中村 太地選手（砲丸投げ）



さ
ら
な
る
高
み
へ

遂
に
、
日
本
新
記
録
樹
立

笠間の地に生まれ、育ち、今がある。
故郷への感謝を忘れず
夢の実現に向け、努力あるのみ。

砲丸をやっていたから
進むべき道が見えた。
2020 東京へ

砲丸投げ

中
な か む ら

村 太
だ い ち

地 選手
チームミズノアスレティック所属
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普
通
に
や
り
ま
す
。

　

世
界
記
録
は
23
m
12
㎝
。
そ
こ
に
は
4
m
を

超
え
る
大
き
な
壁
が
あ
り
ま
す
。

　

大
学
時
代
か
ら
磨
い
て
き
た
回
転
投
法
の
練

習
は
、
こ
こ
数
年
、
量
よ
り
質
に
こ
だ
わ
っ
て
い

て
、
気
持
ち
が
乗
ら
な
け
れ
ば
や
め
て
い
ま
す
。

　

焦
り
が
無
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
無

理
し
て
投
げ
る
と
手
元
や
足
元
が
狂
い
、
思
い

が
け
な
い
ケ
ガ
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ケ
ガ
を
し
な
い
練
習
を
積
ん
で
い
く
こ
と
こ

そ
が
、
真
の
王
者
へ
の
近
道
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

海
外
勢
に
劣
る
の
は
筋
力
で
す
。

　

毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
鍛
え
抜
い
て
通
常
モ
ー
ド

で
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
！
海
外
の
ト
ッ
プ
選

手
に
少
し
で
も
近
づ
き
た
い
。
向
上
心
の
持
続

こ
そ
が
日
本
人
ら
し
さ
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
19
m
を
超
え
な
い
と
話
に
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
か
ら
20
m
超
え
に
向
け
て
、
あ
せ
ら

ず
ま
だ
ま
だ
練
習
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
く
じ
け
そ
う
な
時
も
多
々
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
た
び
に
誰
か
に
支
え
ら
れ
、
励
ま
し
て

い
た
だ
き
、
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
本
当

に
感
謝
の
気
持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
に
応
え
る
た
め
に
も
、

し
っ
か
り
と
や
る
べ
き
こ
と
を
全
う
し
、
夢
を

か
な
え
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
族
思
い
で
お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
3

番
目
の
末
っ
子
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
体
が
大
き
く
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ポ
ー
ツ
に
引
っ
張
り
だ
こ
。
ど
ん
な
ス

ポ
ー
ツ
で
も
持
ち
前
の
運
動
神
経
で
難
な
く

こ
な
し
て
し
ま
う
子
で
し
た
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
お
肉
が
好
物
で
そ
れ
は

今
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

　

と
に
か
く
ほ
め
て
い
ま
し
た
。（
笑
）

　

5
月
20
日
（
日
）、
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た

セ
イ
コ
ー
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
大
阪

で
、
男
子
砲
丸
投
げ
の
中
村
太
地
選
手
（
笠
間

市
出
身
）
が
日
本
新
記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
！

　

記
録
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
記
録
を
3
年

ぶ
り
に
7
㎝
更
新
す
る
18
ｍ
85
㎝
。

　

中
村
選
手
は
、
笠
間
高
校
時
代
に
円
盤
投

げ
で
頭
角
を
現
し
、
高
校
総
体
（
沖
縄
）
や
国

体
（
千
葉
）
で
優
勝
を
飾
り
、
笠
間
に
円
盤
投

げ
の
中
村
あ
り
と
全
国
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。

そ
の
後
砲
丸
投
げ
に
転
向
し
、
国
士
舘
大
学

時
代
か
ら
記
録
を
伸
ば
し
続
け
ま
し
た
。

　

中
村
選
手
に
よ
る
と
、「
投
て
き
の
際
、
手

応
え
が
あ
る
と
き
は
自
然
と
声
も
出
る
し
、
こ

の
日
も
投
げ
た
瞬
間
に
「
よ
し
」
と
感
じ
た
」

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、「
自
己
記
録
を
30
㎝
も

更
新
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
。

日
本
新
記
録
が
で
た
こ
と
は
素
直
に
う
れ
し

い
し
、
取
り
組
ん
で
き
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と
実
感
し
た
。
ま
た
、

同
時
に
世
界
と
は
ま
だ
ま
だ
開
き
が
あ
る
の

で
少
し
ず
つ
そ
の
開
き
を
う
め
て
い
き
た

い
。」
と
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

新
記
録
を
樹
立
し
た
瞬
間
、

そ
の
時
彼
は

孫
が
か
わ
い
く
、な
ん
で
も
や
ら
せ
ま
し
た

ほ
め
た
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん

（
祖
父 

清
さ
ん
談
）

い
そ
が
ば
ま
わ
れ

日
本
人
ら
し
さ
を
忘
れ
な
い

や
れ
ば
で
き
る
と
証
明
し
た
い

中村選手は、日本人としては珍しい「回転投法」の選手、投げ方にも注目です

　笠間市出身。笠間高校→国士舘大学
→チームミズノアスレティック。
日本ランキング1位。

2018年
・セイコーゴールデングランプリ大阪
　優勝（日本新）
・水戸招待陸上 優勝（大会新）
・日本グランプリ 優勝
2017年
・水戸招待陸上 優勝（大会新）
・静岡国際陸上 優勝（大会新）
2016年
・東日本実業団 優勝

主な実績

中村 太地 選手（25）

1小学校ではわんぱく相撲に出場　2円盤
投げで活躍していた高校時代　3ご両親と

（優勝した沖縄高校総体にて）

12

3

特 集 まちの話題スペシャル（夢への挑戦）

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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5
月
31
日（
木
）か
ら
6
月
3
日（
日
）ま
で
、

宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ

れ
た
日
本
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
選
手
権
森
ビ
ル

カ
ッ
プ
で
笠
間
市
出
身
の
プ
ロ
フ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
星
野
陸
也
選
手
が
ト
ッ
プ
5
に
入
り

ま
し
た
。

■
初
日（
予
選
）

　

�

7
バ
ー
デ
ィ
3
ボ
ギ
ー
の
4
ア
ン
ダ
ー
3

位
タ
イ
の
好
ス
タ
ー
ト
。

■
2
日
目（
予
選
）

　

�

2
日
間
の
予
選
ラ
ウ
ン
ド
を
ト
ー
タ
ル
2

ア
ン
ダ
ー
、
ト
ッ
プ
か
ら
7
打
差
の
27
位

タ
イ
で
通
過
し
、
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
進
出
。

■
3
日
目（
決
勝
初
日
）

　

�

1
イ
ー
グ
ル
、
5
バ
ー
デ
ィ
ー
、
17
番
ホ
ー

ル
で
痛
恨
の
ダ
ブ
ル
ボ
ギ
ー
を
叩
く
も
、

前
日
の
27
位
タ
イ
か
ら
大
躍
進
の
8
位
タ

イ
で
最
終
日
へ
。

　

�

ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

「
地
元
の
応
援
を
力
に
変
え
て
優
勝
を
目
指

す
」と
力
強
い
コ
メ
ン
ト
。

■
4
日
目（
最
終
日
）

　

�

ト
ー
タ
ル
8
ア
ン
ダ
ー
で
5
位
タ
イ
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
！

　

16
年
8
月
の
Q
T
挑
戦
を
機
に
プ
ロ
宣
言
。

プ
ロ
2
戦
目
の
「
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
カ
ッ
プ
」
2
日
目
に
2
位
と
な
っ
て

注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

17
年
は
開
幕
か
ら
の
海
外
2
戦
と
も
に

ト
ッ
プ
10
に
入
る
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
開
幕
戦

の
『
N
o
v
i
l 

C
u
p
』
を
制
し
て
20
歳
で

プ
ロ
初
勝
利
を
挙
げ
る
な
ど
、
シ
ー
ズ
ン
を

通
し
て
安
定
し
た
成
績
を
残
し
て
フ
ル
参
戦

1
年
目
で
見
事
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

初
の
シ
ー
ド
選
手
と
し
て
挑
む
18
年
は
、

「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
オ
ー
プ
ン
」「
中
日
ク
ラ
ウ

ン
ズ
」
で
2
試
合
連
続
で
首
位
発
進
。
国
内
ツ

プ
ロ
宣
言
か
ら
現
在
ま
で

興味あることすべてに
思いっきり挑戦させてくれた
両親に感謝。
そして、僕はゴルフと出会った。

ゴルフ

星
ほ し の

野 陸
り く や

也 選手

日本ゴルフツアー選手権 森ビルカップ Shishido Hills

笠間の星、リッキー トップ５入り
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トップアスリートインタビュー
ア
ー
公
式
戦
「
日
本
プ
ロ
」
で
6
位
タ
イ
、「
日

本
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
選
手
権
」
で
5
位
タ
イ
に
入

る
な
ど
活
躍
を
見
せ
、
ツ
ア
ー
初
優
勝
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
と
比
べ
、
今
季
は
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
と
シ
ョ
ッ
ト
の
精
度
が
上
達
し
た
こ
と

も
あ
り
、
調
子
が
悪
く
て
も
結
果
が
で
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
プ
レ
ー
の
持
ち
味
は
、
い
ろ
い
ろ

な
球
筋
を
打
て
る
こ
と
。
皆
さ
ん
に
は
、
ス

コ
ア
の
ほ
か
、
そ
こ
も
見
て
い
た
だ
き
た
い

ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

　

こ
れ
ま
で
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
試
合
で

す
が
、
優
勝
し
た
下
部
ツ
ア
ー
の
開
幕
戦
と

6
位
に
入
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
で

す
。
日
本
に
な
い
よ
う
な
コ
ー
ス
で
結
果
が

出
せ
た
こ
と
に
は
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
レ
ー
中
に
一
番
意
識
す
る
こ
と

は
、
焦
っ
て
集
中
力
が
か
け
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
の
で
、
焦
ら
ず
慌
て
ず
平
常
心
で
プ

レ
ー
し
、
い
つ
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
よ

う
し
て
い
ま
す
。 

　

ゴ
ル
フ
は
、
心
身
と
も
に
向
上
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
で
、
こ
れ
か
ら
も
一
つ
ひ
と
つ
の
技

の
精
度
を
上
げ
て
、
世
界
に
通
用
す
る
ト
ッ

プ
プ
ロ
に
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
終
目
標
は
、
ア
メ
リ
カ
で
戦
っ
て
メ

ジ
ャ
ー
で
勝
つ
こ
と
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
暖
か
く
見
守
り
、
応
援
を
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
良
い
報
告
が

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

星
野
選
手
が
語
る
強
さ
の
秘
密

自
己
分
析「
リ
ッ
キ
ー
流
」

最
終
目
標「
全
米
メ
ジ
ャ
ー
勝
利
」

星野 陸也選手（22）
　笠間市出身。中学生ですでに180㎝
を超えていたという長身を生かした大
きなゴルフで水城高校時代は『関東
ジュニア』連覇などの実績を残す。
　石川遼選手とは小さいころから親交
があり、合宿を共にするなど兄貴分と
慕う。魅力は飛距離。

目標とするプロ：�タイガーウッズ選手、
石川遼選手

得意クラブ：ドライバー
ドライバーの飛距離：平均300ヤード
始めたきっかけ：父のススメ
座右の銘：何事もポジティブに！

2018年
・日本ゴルフツアー選手権5位タイ
・日本プロゴルフ選手権6位
2017年
・カシオワールドオープン8位
・ブリヂストンオープン6位
・トップ杯東海クラシック6位
・Novil Cup（下部ツアー）優勝
・レオパレス21ミャンマー
　オープン　9位

主な実績

1日本ゴルフツアー選手権でジュ
ニア時代から親交の深い石

いしかわりょう
川遼選

手とラウンド　2小学校時代に出
場した横

よこおかなめ
尾要カップで優勝　3最

終日18番ホールティーショット　
4初めてのラウンド　5サッカー
選手を目指して真剣に練習に取り
組むサッカークラブ時代

1

2

4 5

3

特 集 まちの話題スペシャル（夢への挑戦）
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第
4
回
笠
間
市
長
杯
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
5
月
19

日
（
土
）
に
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、

市
内
小
学
校
10
校
、
み
な
み
学
園
義
務
教
育
学
校
の
計
11
校
、

66
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」
で
5
月
26

日
（
土
）、
市
体
育
協
会
総
会
と
褒
賞
授
与
式
が
開
催

さ
れ
、
成
績
優
秀
51
名
・
4
団
体
、
功
績
優
秀
1
名

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
お
よ
び
受
賞
団
体
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
成
績
優
秀（
個
人
）

〈
全
国
大
会
〉

優
　
勝　

�

大お
お
さ
わ沢 

暁あ
か
ね音（
馬
術
）、
畑は
た
お
か岡 
奈な
さ紗（
ゴ
ル
フ
）、

富ふ
せ施 

郁ふ
み
や哉（
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
）

第
3
位　

�

藤ふ
じ
た田 

凛り
ん

、
小こ
ば
や
し林 

龍り
ゅ
う
し
ん心（
以
上
、
空
手
）、

松ま
つ
ざ
き﨑 

広こ
う
た太（
自
転
車
）、
小こ
ば
や
し林 

正ま
さ
こ子（
卓
球
）、

石い
し
か
わ川 

竜り
ゅ
う
た多（
柔
道
）

第�

4
位　
永な
が
い井 

次つ
ぎ
お男（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
）

第
5
位　

�

松ま
つ
ざ
き﨑 

広ひ
ろ
の乃
、
髙た
か
む
ら村 

沙さ
な那
、
橋は
し
も
と本 

士つ
か
さ（
以
上
、

水
泳
）

第
6
位　

�

椎し
い
な名 

美み
さ
き咲

、
椎し

い
な名 

温は
る
と
し俊（

以
上
、
ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
）、
浦う

ら
い井 

健け
ん
し
ん芯（
B
M
X
）、
山や
ま
ぐ
ち口 

志し
ほ穂
、
加か
と
う藤 

愛あ
い
り理（
以
上
、
水
泳
）

第�

7
位　
手て
し
ま島 

大ひ
ろ
と翔
、
山や
ま
ぐ
ち口 

真ま
お央（
以
上
、
水
泳
）

第
8
位　

�

平ひ
ら
も
と元 

直な
お
き樹
、
河か
わ
ち内 

嵐あ
ら
し至（
以
上
、
水
泳
）、

成な
り
た田 

ト
キ（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
）

〈
関
東
大
会
〉

優
　
勝　

�

柴し
ば
ぬ
ま沼 

千ち
と
せ
寿
世
、
吉よ
し
な
り成 

遥は
る
と斗（
以
上
、
フ
ッ
ト

サ
ル
）、
江え

づ
れ連 

春は
る
き樹（
相
撲
）、
湯ゆ
は
ら原 

慶け
い

吾ご（
陸

上
）、
佐さ

と
う藤 

和か
ず
な
り成
、
小こ
ば
や
し林 

啓け
い
い
ち一（
以
上
、
卓
球
）

第�

3
位　
小こ
み
ね峰 

大や
ま
と和
、
持も
ち
ま
る丸 

禮ら
い（
以
上
、
相
撲
）

〈
県
大
会
〉

優
　
勝　

�

菊き
く
た田 

流り
ゅ
う
が雅（
相
撲
）、
伊い
し師 

寧ね
ね々
（
陸
上
）、

佐さ
と
う藤 

太だ
い
ち智（
体
操
）、
福ふ
く
だ田 

夢ゆ
め
は羽（
水
泳
）、

柏か
し
わ

  

珀は
く

、
柏か
し
わ  

晴は
る（
以
上
、
柔
道
）、
豊と
よ
ぐ
ち口 

梨り
な奈（
陸
上
）、
五ご
み
た
味
田 

華は
な奈
、
杉す
ぎ
も
り森 

萌め
い衣
、

深ふ
か
や谷 

陽ひ
な菜（
以
上
、
空
手
）、
⻆つ
の
だ田 

か
り
ん
、

原は
ら
だ田 

結ゆ
い依
、
岩い
わ
い井 

彩さ
や
か華
、
関せ
き 

美み
さ
き咲
、
中な
か
が
わ川 

怜れ
な茄（
以
上
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、
友と
も
べ部 

光み
つ
た
か貴
、

常と
こ
い井 

洸こ
う
き希（
以
上
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）、
安あ
だ
ち達 

佳け
い
こ子
、
小こ
い
け池 

幸さ
ち
こ子（
以
上
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）、

上じ
ょ
う
ば馬 

英え
い
こ子
、
村む
ら
か
み上 

美み
ほ保（
以
上
、
弓
道
）

●
成
績
優
秀（
団
体
）

〈
全
国
大
会
〉

第
3
位　

�

友
部
小
学
校
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
部（
ス
ナ
ッ

グ
ゴ
ル
フ
）

第
4
位　

�

北
川
根
小
学
校
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
部（
ス

ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
）

〈
関
東
大
会
〉

第
2
位　

�

友
部
相
撲
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
相
撲
）

第
3
位　
友
部
中
学
校
相
撲
部（
相
撲
）

〈
県
大
会
〉

優
　
勝　

�

K
―
S
V
C
長な
が
と
ろ
兎
路（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

●
功
績
優
秀
者

　

宮み
や
べ部 
誠ま
こ
と 

　

�

主
な
功
績
：�

笠
間
還
暦
野
球
ク
ラ
ブ
の
創
設
時
か

ら
16
年
間
、
チ
ー
ム
の
発
展
に
努
め
、

代
表
兼
監
督
を
退
い
た
現
在
に
お
い

て
も
、
選
手
の
育
成
・
助
言
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

市
体
育
協
会
総
会
・

褒
賞
授
与
式
が
開
か
れ
る

第
4
回
笠
間
市
長
杯

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
大
会

順
位
ス
ト
ロ
ー
ク

学
校
名

1

73

岩
間
第
三
小
学
校

2

78

北
川
根
小
学
校

3

81

岩
間
第
二
小
学
校

4

83

稲
田
小
学
校

5

86

友
部
小
学
校

6

90

友
部
第
二
小
学
校

7

90

宍
戸
小
学
校

8
T

90

岩
間
第
一
小
学
校

8
T

90

笠
間
小
学
校

10

97

大
原
小
学
校

11

103

み
な
み
学
園

義
務
教
育
学
校

※�

順
位
に
つ
い
て
は
、
1
チ
ー
ム
6

名
が
9
ホ
ー
ル
を
プ
レ
ー
し
、
上

位
3
名
の
合
計
ス
ト
ロ
ー
ク
で
順

位
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
チ
ー

ム
が
同
ス
コ
ア
の
場
合
に
は
、
最

も
ス
コ
ア
の
少
な
い
選
手
の
学
校

が
上
位
と
な
り
ま
す
。
更
に
同
じ

ス
コ
ア
の
場
合
に
は
、
次
に
ス
コ

ア
の
少
な
い
選
手
の
学
校
が
上
位

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
全
選
手
の

ス
コ
ア
が
同
じ
場
合
に
は
、
同
順

位
と
な
り
ま
す
。

功績を称え表彰される宮部 誠さん

出場した選手の皆さん

受賞者の皆さん
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第
25
回 

友
部
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会（
春
季
大
会
）結
果

5
月
20
日（
日
）柿
橋
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　

勝　

柿
橋
ソ
フ
ト

準
優
勝　

住
吉
S
A
M

第
3
位　

旭
平
ソ
フ
ト

　
　
　
　

旭
ヶ
丘
ソ
フ
ト

第
76
回 

笠
間
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
笠

間
支
部
大
会
結
果

5
月
13
日（
日
）�笠
間
市
総
合
公
園
多
目
的

広
場

優　

勝　

南
ブ
レ
ン
ド

準
優
勝　

50
B
A
B
Y，
S

第
3
位　

池
野
辺
ド
リ
ー
ム
ス

第
41
回 

岩
間
地
区
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
結
果

4
月
1
日（
日
）�岩
間
B
&
G
海
洋
セ
ン

タ
ー

優　

勝　

ウ
エ
ス
ト
ベ
ア
ー
ズ

準
優
勝　

土は
じ師

第
3
位　

東
宝
ワ
カ
バ

第
44
回 

茨
城
県
少
年
空
手
道
選
手
権

大
会

4
月
22
日（
日
）�常
陸
大
宮
市
総
合
運
動
公

園
西
部
体
育
館

小
学
5
年
男
子
B
ブ
ロ
ッ
ク

　
個
人
形・組
手	

優
勝　

吉よ
し
だ田 

羽は
る琉

小
学
6
年
女
子
B
ブ
ロ
ッ
ク

　

個
人
組
手	

優
勝　

海か
い
と
う藤 

仁に
な菜

小
学
6
年
女
子
A
ブ
ロ
ッ
ク

　
個
人
形・組
手	

優
勝　

小こ
ば
や
し林 

心こ
こ
ろ

中
学
1
年
女
子
A
ブ
ロ
ッ
ク

　

個
人
形	

優
勝　

藤ふ
じ
た田 

凛り
ん

中
学
生
女
子
A
ブ
ロ
ッ
ク

　

団
体
組
手	

優
勝　

藤ふ
じ
た田 

凛り
ん

　
　
　
　
　
　

	　
　
　

杉す
ぎ
も
り森 

萌め
い衣

　
　
　
　
　
　
　

	　
　

佐さ
さ
き々木 

瑠る
み美

※�

な
お
、
A
ブ
ロ
ッ
ク
は
8
月
4
日

5
日
に
宮
城
県
で
行
わ
れ
ま
す
第

61
回
小
学
生
・
中
学
生
全
国
空
手

道
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

前列右から、海藤さん、
小林さん

後列右から、吉田さん、
藤田さん

右から、藤田さん、
杉森さん、佐々木さん

柿橋ソフトの皆さん

　

6
月
2
日
（
土
）、
世
代
を
超
え
て
自

然
に
親
し
み
な
が
ら
交
流
が
で
き
る
憩

い
の
場
「
福
ち
ゃ
ん
の
森
公
園
」（
福
田

地
区
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、
地
元
住
民
の
方
を
始
め
関

係
者
な
ど
約
1
2
0
名
の
方
が
誕
生
を

祝
い
ま
し
た
。

　

公
園
は
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ

ま
」
設
置
に
伴
う
地
域
振
興
事
業
の
一

環
と
し
て
、
自
然
豊
か
な
堂ど

う
の
い
け

ノ
入
池
周

辺
の
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
園
内
に
は
、
会
議
が
で
き
る
集
会

所
や
B
B
Q
施
設
な
ど
が
整
備
さ
れ
て

い
て
、
せ
せ
ら
ぎ
水
路
や
桟さ

ん
ば
し橋
つ
き
の

散
策
道
、
そ
し
て
、
市
内
の
公
園
で
初

め
て
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

6
月
3
日
（
日
）、
茨
城
県
狩
猟
者
研

修
セ
ン
タ
ー
射
撃
場
に
お
い
て
、
第
7

回
笠
間
市
長
杯
茨
城
県
猟
友
会
笠
間
支

部
安
全
狩
猟
ク
レ
ー
射
撃
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
狩
猟
や
有
害

鳥
獣
捕
獲
の
た
め
の
射
撃
技
術
の
向
上

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
ト
ラ
ッ
プ
の
部
と
ス
キ
ー
ト
の
部

で
競
わ
れ
ま
し
た
。

▼
ト
ラ
ッ
プ
の
部

　

優　

勝　

荒あ
ら
か
わ川 

将ま
さ
し

　

準
優
勝　

前ま
え
か
わ川 

智と
も
ひ
さ久

　

第
3
位　

坂さ
か
が
み上 

喜よ
し
ま
さ優

▼
ス
キ
ー
ト
の
部

　

優　

勝　

鈴す
ず
き木 

秀ひ
で
き樹

　

準
優
勝　

山や
ま
も
と本 

忍し
の
ぶ

　

第
3
位　

菊き
く
ち池 

喜よ
し
お男

憩
い
の
場
誕
生
！

福
ち
ゃ
ん
の
森
公
園

オ
ー
プ
ン

笠
間
市
長
杯

安
全
狩
猟
射
撃
大
会
を

開
催

オープンした福ちゃんの森公園

右から、坂上さん、前川さん、荒川さん、
石井市民生活部長、鈴木さん、

山本さん、菊池さん

※市内団体や個人などのスポーツ結果で掲載を希望する場合は、秘書課までご連絡ください。
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反
射
材
着
用
推
進
リ
ー
ダ
ー
（
キ
ラ

リ
リ
ー
ダ
ー
）
委
嘱
式
が
、
5
月
24
日

（
木
）、
友
部
公
民
館
で
行
わ
れ
、
笠
間

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
会
長　

平ひ
ら
も
と本 

増ま
す
じ治
）
役
員
に
、
笠
間
警
察
署
長

と
笠
間
市
長
連
名
に
よ
る
委
嘱
状
の
ほ

か
、
配
布
用
の
反
射
タ
ス
キ
等
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。キ
ラ
リ
リ
ー
ダ
ー
の
方
々

に
は
、
高
齢
者
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

等
に
お
い
て
反
射
材
の
効
果
や
着
用
の

重
要
性
を
説
明
し
、
着
用
者
の
輪
を
広

げ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

反
射
材
の
着
用
は
、
夕
暮
れ
時
や
夜

間
、
運
転
者
に
自
分
の「
存
在
を
知
ら

せ
る
」こ
と
が
で
き
る
簡
単
か
つ
有
効
な

手
段
で
す
。「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

を
徹
底
し
て
、
外
出
す
る
と
き
は
必
ず

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

5
月
21
日
（
月
）、
笠
間
市
消
防
本
部

に
お
い
て
、
第
69
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン

プ
操
法
大
会
県
央
地
区
大
会
（
10
月
開

催
）
に
向
け
た
訓
練
開
始
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

開
始
式
で
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

に
出
場
す
る
、
第
12
分
団
（
笠
間
：

笹さ
さ
め目 

信し
ん

次じ
ろ
う郎
分
団
長
）
と
第
21
分
団

（
鯉
渕
：
藤ふ

じ
え
だ枝 

博ひ
ろ
き樹
分
団
長
）か
ら「
笠

間
市
の
代
表
と
し
て
恥
じ
な
い
よ
う
力

を
出
し
切
る
」
と
決
意
表
明
が
あ
り
、

笠
間
市
消
防
団
の
嶋し

ま
だ田
団
長
か
ら
は

「
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
ポ
ン
プ
車

を
扱
う
訓
練
に
取
り
組
ん
で
、
団
が
一

致
団
結
し
て
大
会
に
望
む
こ
と
が
大

切
」
と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

団
員
の
皆
さ
ん
は
、
仕
事
を
持
ち
な

が
ら
、
昼
夜
を
問
わ
ず
市
民
の
安
全
確

保
の
た
め
消
防
署
と
連
携
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
貢
献
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
大
会
で
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

笠
間
市
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
訓
練
開
始

自
分
を「
キ
ラ
リ
☆
」と

知
ら
せ
る
反
射
材

　

笠
間
市
岩
間
環
境
美
化
推
進
協
議
会

が
環
境
大
臣
か
ら
地
域
環
境
美
化
功
績

者
表
彰（
18
団
体
、個
人
27
名
）を
受
け
、

6
月
13
日（
水
）、
市
へ
表
敬
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
昭
和
57
年
に
発
足
し
て

以
来
37
年
間
に
わ
た
り
市
内
の
ク
リ
ー

ン
作
戦
の
実
施
や
不
法
看
板
の
見
回
り
、

撤
去
な
ど
地
域
貢
献
を
行
い
、
こ
の
よ

う
な
地
域
環
境
美
化
へ
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
表
彰
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

代
表
の
甲か

い斐
会
長
は「
活
動
一
つ
ひ

と
つ
は
小
さ
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

地
域
の
環
境
保
全
を
考
え
て
継
続
し
て

き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
大
変
う
れ
し

い
。
受
賞
は
、
会
員
だ
け
で
な
く
各
区

長
さ
ん
を
始
め
地
域
の
方
が
率
先
し
て

協
力
を
し
て
く
れ
た
お
陰
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
環
境
美
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
環
境
美
化
活
動
が
評

価
さ
れ
、
環
境
大
臣
か
ら

表
彰
を
受
け
る

　

友
部
駅
前
に
あ
る
「
や
き
と
り 

お

文
」
の
大お

お
わ
だ
和
田 

茂し
げ
るさ
ん
が
、
筑
波
海
軍

航
空
隊
記
念
館
の
運
営
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
市
長
に
寄
付
金
を
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
、
平
成
25
年
12
月
の
筑
波

海
軍
航
空
隊
記
念
館
の
オ
ー
プ
ン
に
合

わ
せ
て
、
後
世
に
残
し
て
伝
え
て
い
き

た
い
と
の
思
い
か
ら
お
店
に
募
金
箱
を

設
置
し
、
来
店
さ
れ
る
お
客
様
の
ご
好

意
で
集
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

大
和
田
さ
ん
は
、「
伯
父
が
航
空
隊

の
教
官
で
、
宮み

や
べ部 

久き
ゅ
う
ぞ
う蔵（
映
画
永
遠
の

0
）
と
同
じ
で
戦
争
の
こ
と
は
一
切
話

さ
な
か
っ
た
し
、
父
も
15
歳
で
予
科
練

に
入
っ
た
。」と
航
空
隊
に
対
す
る
想
い

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
筑
波
海
軍

航
空
隊
記
念
館
の
運
営
に
有
効
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館

の
運
営
に
役
立
て
て

左から、笹目分団長、
藤枝分団長、嶋田団長

キラリリーダーに委嘱された皆さん

左から、山口市長、大和田さん

左から山口市長、甲斐会長、
片
かたおか

岡副会長

特 集 まちの話題スペシャル（夢への挑戦）
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申し込みメールアドレス info@city.kasama.lg.jp

　

近
年
、
S
N
S（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）で
の
情
報
発
信
が
流
行
の
き
っ

か
け
と
な
り
、
そ
の
地
域
の
観
光
名
所
に
ま
で

な
っ
た
事
例
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
、

情
報
発
信
に
協
力
い
た
だ
け
る
18
歳
か
ら
25
歳
ま

で
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

●「
か
さ
ま
イ
ン
ス
タ
ラ
リ
ー
」と
は
？

　

問
題
を
解
き
な
が
ら
笠
間
市
内
の
イ
ン
ス
タ
映

え
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
撮
影
し
た
写
真
を
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
し
て
い
く
投
稿
ラ
リ
ー
で
す
。

　

年
齢
は
18
～
25
歳
※
限
定
で
、
1
～
5
名
ま
で

の
グ
ル
ー
プ
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
1
名
で
1

グ
ル
ー
プ
も
可
）

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
笠
間
市
の
魅
力
を
発
見
、
発

信
し
ま
せ
ん
か
？
素
敵
な
写
真
を
撮
っ
た
グ
ル
ー

プ
に
は
、
賞
金
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

※
年
齢
は
、8
月
1
日
時
点
。高
校
生
不
可
。

■
申
し
込
み
方
法

　
事
前
申
し
込
み
制
で
す
。
笠
間
市

H
P「
か
さ
ま
イ
ン
ス
タ
ラ
リ
ー
」

ペ
ー
ジ
か
ら
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
み
締
め
切
り 

7
月
31
日

（
火
）ま
で

※
先
着
1
0
0
組

■
副
賞

（
1
）�よ
り
多
く
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
っ

た
グ
ル
ー
プ
部
門

　
【
1
位
】賞
金
5
万
円

　
【
2
位
】賞
金
3
万
円

　
【
3
位
】賞
金
2
万
円

（
2
）�素
敵
な
写
真（
単
体
写
真
）
を

撮
っ
た
グ
ル
ー
プ
部
門

　
【
1
位
】賞
金
5
万
円　

　
【
2
位
】賞
金
3
万
円

　
【
3
位
】賞
金
2
万
円

「�

か
さ
ま
イ
ン
ス
タ
ラ
リ
ー
」

H
P

　

市
民
団
体
と
協
働
（
主
催
：
か
さ
ま
環
境

を
考
え
る
会
・
笠
間
市
、
共
催
：
ご
み
を
考

え
る
会
）
で
実
施
し
、
総
勢
1
4
2
名
が
参

加
。
1
9
0
袋
（
45
リ
ッ
ト
ル
の
ご
み
袋
）、

重
量
6
6
0
㎏
の
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
抜

き
取
り
ま
し
た
。

【
参
加
団
体（
順
不
同
）】

常
陽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
倶
楽
部
、

東
日
本
高
速
道
路（
株
）関
東
支

社
水
戸
管
理
事
務
所
、
イ
オ
ン

リ
テ
ー
ル（
株
）イ
オ
ン
笠
間

店
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
未
来
の
子

供
、
茨
城
ト
ヨ
タ
自
動
車（
株
）、

ハ
タ
ヤ
商
事（
株
）、（
株
）茨
城

電
通
、
写
真
家
集
団
グ
ラ
フ
ィ

カ
、
岩
倉
緑
化
産
業（
株
）、
あ

た
ご
四
季
の
会
、
第
一
東
宝
ラ

ン
ド
自
治
会
、
笠
間
工
芸
の
丘

（
株
）、
賛
同
市
民
、
茨
城
県
自

然
環
境
課

○
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
特
徴

・
多
年
生
草
本

・
高　
さ
：
30
～
70
㎝

・
花　
期
：
5
～
7
月
頃

・
頭
状
花
：
直
径
5
～
7
㎝

○�

処
理
す
る
と
き
の
注
意

　
根
か
ら
引
き
抜
き
、
種
の
飛
散
が
な

い
よ
う
に
そ
の
場
で
2
、
3
日
天
日
に

さ
ら
す
な
ど
枯
死
さ
せ
た
後
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
密
閉
し
て
燃
え
る
ご
み

と
し
て
処
分
す
る
。

　

北
米
が
原
産
の
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
非
常
に
繁
殖
力
が
強
く
、
道
路
沿
い

な
ど
で
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
、
年
々
そ
の
量
・
生
育
地
を
拡
大
し
て
、
昔
か
ら
日

本
に
あ
っ
た
草
花
な
ど
在
来
種
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
「
特
定
外
来
生
物
」
に

指
定
さ
れ
て
い
て
、
植
え
た
り
移
動
し
た
り
す
る
こ
と
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

18
～
25
歳
限
定
！

【
問
い
合
わ
せ
】秘
書
課　
広
報
戦
略
室（
内
線
2
2
7
）

【
問
い
合
わ
せ
】環
境
保
全
課（
内
線
1
2
5
）

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は

特
定
外
来
生
物
で
す

5
月
26
日
に
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
抜
き
取
り
作
戦
を
実
施

※�特定外来生物に関する法律、規制内容など詳しくは、環境省外来生物に関するホーム
ページをご覧ください。

　環境省外来生物に関するホームページ http://www.env.go.jp/nature/intro/

オオキンケイギクを慎重に
抜き取る参加者の皆さん

新
た
な
笠
間
市
の
魅
力
を
発
見
す
る

「
か
さ
ま
イ
ン
ス
タ
ラ
リ
ー
」を
開
催
し
ま
す

黄色い花です

期
間 

8
月
11
日（
土
）～
19
日（
日
）

◎
開
会
式

日
時 

8
月
11
日（
土
）午
前
10
時
30
分
～

場
所 

笠
間
市
役
所

　
※�

参
加
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、

グ
ル
ー
プ
内
で
最
低
1
名
は
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◎
表
彰
式
・
交
流
会

日
時 

8
月
19
日（
日
）午
後
2
時
～

場
所 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま（
あ
た
ご
）

　
※�
基
本
的
に
グ
ル
ー
プ
全
員
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
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こ
れ
が

コ
ン
セ
プ
ト
だ
！

教
え
て
パ
ン
チ
さ
ん

　
道
の
駅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
広
報
か
さ
ま
4
月
号
で
建
設
予
定
地
な
ど
を

掲
載
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
5
月
、
道
の
駅
整
備
に
関
す
る「
基
本
構
想
」を
策
定
し
ま
し
た

の
で
、
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
と
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

道
の
駅
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
と

基
本
方
針

　
僕
が
大
好
き
な
笠
間
。
豊
富
な
地
域
資
源
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
！

　
そ
れ
を
生
か
し
つ
つ
笠
間
の
活
力
向
上
を
目
指
し

て
造
ら
れ
る
の
が
、
道
の
駅
。

　

そ
の
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
と
基
本
方
針
の
大
切
な

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
彩
」だ
。

　
下
の
図
を
し
っ
か
り
見
て
覚
え
と
い
て
く
れ
よ
。

　

基
本
構
想
と
は「
道

の
駅
」
を
整
備
す
る
た
め

の
考
え
方
や
方
向
性
を
示

し
た
も
の
で
、
目
的
や
コ

ン
セ
プ
ト
、
基
本
方
針
を

設
定
す
る
も
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
今
後
の
整
備

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
な
る
も
の
で
す
。

　
専
門
家
も
交
え
た
整
備

推
進
協
議
会
な
ど
の
意
見

を
総
括
し
策
定
し
ま
し

た
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
に
あ
る

「
か
さ
ま
彩
の
里
」
は
道

の
駅
の
名
称
で
は
な
く
、

笠
間
市
道
の
駅
の
整
備
方

針
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
し
た
も
の
で
す
。

よ
ろ
し
く
！

v
o
l
・
1　
道
の
駅
整
備
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
決
ま
る
編

　

笠
間
市
の
地
域
資
源
で
あ

る
産
物
や
文
化
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な「
彩
」
が
新
た
な
価
値

を
生
み
出
し
、
市
民
の「
暮
ら

し
」
と「
観
光
」
に
恩
恵
を
与

え
合
う
拠
点
・
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
で
、
市
民
と
来
訪

者
の「
交
流
」
を
促
進
す
る
こ

と
目
指
し
て
い
く
ん
だ
ぜ
。

皆さんお元気ですか？
笠間サポーターズ第1号の
パンチ佐藤です！

みんなが知りたい、あるいは
市がお知らせしたいことを
僕がゆる〜くお知らせする
新コーナーです！

コンセプト

基
本
方
針
1

基
本
方
針
2

基
本
方
針
3

笠
間
の
様
々
な
彩
を
発
見
す
る
場

笠
間
の
彩
の
あ
る
暮
ら
し
を
実
感

す
る
場

笠
間
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て

彩
を
発
信
す
る
場

笠
間
の
魅
力
が
暮
ら
し
と

観
光
を
育
む 

か
さ
ま
彩

い
ろ
ど
りの

里
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0% 20% 40% 60% 80%

0% 20% 40% 60% 80%

0% 20% 40% 60% 80%

【
こ
れ
か
ら
】

　
基
本
構
想
を
基
に
し

て
、
基
本
計
画
・
基
本

設
計
・
実
施
設
計
を
行

い
、
実
際
の
工
事
費
等

を
積
算
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
説
明
会

等
を
開
催
し
、
関
係
者

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
計
画
が
進
展
し
だ
い

パ
ン
チ
佐
藤
が
お
知
ら

せ
す
る
の
で
、
待
っ
て

て
く
だ
さ
い
ね
。

【
問
い
合
わ
せ
】

道
の
駅
整
備
推
進
課

（
内
線
2
3
9
）

道
の
駅
整
備
に
つ
い
て

聞
い
て
み
た
！

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
！

　

今
ま
で
道
の
駅
を
利
用
し
た

こ
と
が
あ
る
男
女
4
0
0
人
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
ら
、
こ
ん
な
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

る
ん
だ
と
わ
か
っ
た
ん
だ
。

子育て世代の方からの
意見もまとめてみたぜぇ～

●�

都
会
的
で
な
く
、
田
舎
っ
ぽ
さ
の
魅
力
を
生
か
し
た

シ
ン
プ
ル
で
清
潔
な
建
物
が
良
い
。

●�

笠
間
の
文
化
を
学
べ
る
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い
。

●�

地
域
に
存
在
す
る
自
然
の
草
花
や
、
農
産
物
の
畑
な

ど
が
あ
る
と
魅
力
的
で
あ
る
。

●�

ペ
ッ
ト
と
旅
す
る
愛
犬
家
が
多
い
の
で
、
ペ
ッ
ト
と

楽
し
め
る
広
場
が
あ
る
と
良
い
。

●�

授
乳
室
や
子
ど
も
便
器
な
ど
が
あ
り
、
子
ど
も
と
マ

マ
の
目
線
で
作
ら
れ
た
施
設
が
良
い
。

●�

い
つ
で
も
本
が
読
め
、
買
い
物
を
楽
し
め
る
図
書
ス

ペ
ー
ス
が
欲
し
い
。

●�

ち
ょ
っ
と
休
憩
な
ど
気
軽
に
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン

や
カ
フ
ェ
が
欲
し
い
。

●�

地
域
の
食
材
を
使
い
、
い
な
り
寿
司
や
自
然
薯
・
栗

な
ど
の
、
笠
間
な
ら
で
は
の
食
材
を
楽
し
め
る
レ
ス

ト
ラ
ン
が
良
い
。
地
域
住
民
が
働
け
る
場
所
と
し
て

も
意
義
が
あ
る
。

●�

有
機
野
菜
中
心
の
、
B
級
品
で
も
良
い
か
ら
安
心
な

野
菜
販
売
の
道
の
駅
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
、
そ

れ
ら
の
食
材
を
活
か
し
た
駅
弁
が
あ
る
と
良
い
。

●�

地
域
の
風
景
を
邪
魔
し
な
い
誘
導
表
示
物
が
あ
る
と

良
い
。

0% 20% 40% 60% 80%

0% 20% 40% 60% 80%

0% 20% 40% 60% 80%

0% 20% 40% 60% 80%

0% 20% 40% 60% 80%

0% 20% 40% 60% 80%
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【笠間地区】
•�8月14日（火）、15日（水）のごみ収集は休みとなります。可燃ごみの翌日の振替収集は行いませんので、14日分

の可燃ごみは17日（金）に、15日分の可燃ごみは18日（土）に出してください。
�　�なお、11日（土）分の可燃ごみは、13日（月）に振替収集を行います。その他、詳細は下の表をご確認ください。
※○は通常どおり実施、斜線は通常と同じく休みになります。

11日（土）
山の日 12日（日） 13日（月） 14日（火） 15日（水） 16日（木） 17日（金） 18日（土）

可燃ごみ収集 休み
13日に振替

○
11･13日分

休み
17日に振替

休み
18日に振替 ○ ○

14･17日分
○

15･18日分
不燃ごみ・
資源物収集

休み
18日に振替 ○ 休み

21日に振替
休み

22日に振替 ○ ○ ○

家庭ごみ持込 休み ○

事業系
ごみ持込 ○ 休み 休み ○ ○ ○

し尿汲取・
浄化槽清掃 休み 休み 休み 休み ○

・不燃ごみおよび資源物収集は、翌週の同じ曜日に振替収集を行います。
・し尿汲取り・浄化槽清掃は、8月11日（土）～16日（木）が休みとなります。

【友部・岩間地区】※○は通常どおり実施、斜線は通常と同じく休みになります。
11日（土）

山の日 12日（日） 13日（月） 14日（火） 15日（水） 16日（木） 17日（金） 18日（土）

ごみ収集 ○ ○ ○ ○ ○

ごみ持込 ○ ○ ○ ○ ○

し尿汲取・
浄化槽清掃 休み 休み 休み 休み ○

・ごみ収集・ごみ持ち込みのどちらも通常どおりとなります。
・し尿汲取り・浄化槽清掃は、8月11日（土）～16日（木）が休みとなります。

　「
生
命
保
険
の
非
課
税
枠
」
こ

の
言
葉
に
ピ
ン
と
く
る
方
は
、
将

来
必
ず
訪
れ
る
相
続
に
つ
い
て
考

え
て
い
る
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
死
亡
保
険
金
５
０
０
万
円
×

法
定
相
続
人
の
数
は
非
課
税
で
、

受
け
取
る
時
に
相
続
税
の
課
税
対

象
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　「
我
が
家
に
は
関
係
の
な
い

話
!
?
」
と
思
っ
た
方
、
で
は
こ

ん
な
話
は
ど
う
で
し
ょ
う
。「
万

が
一
の
と
き
故
人
の
口
座
は
一
時

的
に
凍
結
さ
れ
る
た
め
、
お
金
が

お
ろ
せ
ず
葬
儀
費
用
を
立
て
替
え

た
…
」

　
生
命
保
険
で
は
、
最
短
で
当
日

に
保
険
金
の
お
支
払
い
を
可
能
に

す
る
保
険
会
社
も
出
て
き
て
い
ま

す
。
生
命
保
険
は
相
続
発
生
時
に

大
変
有
効
で
す
ね
。

　「
や
さ
し
い
保
険
プ
ラ
ザ
友
部

ス
ク
エ
ア
店
」
で
は
相
続
準
備
に

有
効
な
会
社
を
多
数
（
生
命
保
険

会
社
24
社
）
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
次
回
は
「
贈
与
」
の
お
話
を
予

定
し
て
い
ま
す
！

使
っ
た
方
が

お
得
？

【問い合わせ】秘書課（内線552）

　「地域で一番働きやすい職場」を目指し、働き方改革の一環として、
連続休暇取得の推進等に取り組んでいます。
　そこで、8月13日（月）から15日（水）の3日間、窓口業務以外の下記
部署においては、完全にお休みとしますのでお知らせします。

市役所のお盆休み
について

【問い合わせ】環境保全課（内線127）

平成30年度 お盆期間のごみ収集、し尿汲み取り・浄化槽清掃について

企画政策課、財政課、道の駅整備推進課、建設課、笠間学校給食センター、岩間学校給食センター、
生涯学習課、スポーツ振興課、消防本部（総務課、予防課、警防課）、笠間市農業公社
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笠
間
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
倒
壊
に

よ
る
災
害
を
防
止
し
、
震
災
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
住
宅
の

耐
震
改
修
計
画
の
作
成
や
耐
震
改
修
工

事
を
行
う
方
を
対
象
に
、
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

◆
対
象
建
築
物

・�

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
戸
建
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

・�

併
用
住
宅
の
場
合
、
住
宅
以
外
の
床

面
積
が
過
半
で
な
い
も
の

・�

建
築
確
認
を
受
け
て
建
築
さ
れ
た
も

の
・�

延
べ
床
面
積
30
㎡
以
上
で
、
地
上
階

数
が
2
以
下
で
あ
る
こ
と
。

・�

耐
震
診
断
を
受
け
て
お
り
、
上
部
構

造
評
点（
耐
震
性
の
評
価
）が
1
・
0

未
満
で
あ
る
こ
と
。

◆
対
象
者

・�

対
象
建
築
物
の
所
有
者
で
、
本
人
ま

た
は
2
親
等
以
内
の
親
族
の
居
住
の

用
に
供
す
る
た
め
に
事
業
を
行
う
者

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

◆
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

事
前
に
都
市
計
画
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
関
す
る

補
助
制
度
を
開
始
し
ま
し
た

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】都
市
計
画
課（
内
線
5
8
7
）

◆補助対象事業と補助率
補 助 対 象 事 業 補助率

耐震改修計画
事業

対象建築物の耐震診断実施後、上部構造評点を
向上（1.0以上）させるための改修計画（設計）

事業に要した費用の
3分の2（10万円が限度）

耐震改修工事
事業

耐震改修計画に基づき、改修工事を行うもので、
工事により建物の上部構造評点が1.0以上とな
るもの
※計画作成診断士が工事監理を行うこと。

事業に要した費用の
23％（30万円が限度）

国
民
年
金
保
険
料

免
除・納
付
猶
予
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

ご
本
人
の
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
が
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
さ
れ

る
次
の
3
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎�

保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故
が
発

生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】	

保
険
年
金
課（
内
線
1
4
1
）

	

笠
間
支
所
市
民
窓
口
課（
内
線
7
2
1
2
3
）

	

岩
間
支
所
市
民
窓
口
課（
内
線
7
3
1
8
1
）

【
注
意
事
項
】

・�

申
請
時
点
の
2
年
1
か
月
前
の
月
分

ま
で
申
請
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に

基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
申

請
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・�「
一
部
納
付
」
の
期
間
は
、
そ
の
保
険

料
を
納
付
さ
れ
な
い
と
、
未
納
期
間

と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

・�

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増

額
す
る
た
め
に
、
免
除
等
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
遡
っ
て
納
め
る
こ

と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

3
年
度
目
以
降
の
分
を
追
納
す
る
と

き
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算
額
が

つ
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
の

受
け
付
け
は
、
平
成
30
年
7
月
2
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
申
請
の
際
は
、
年
金
手
帳
と
認
印
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
か
ら

①
全
額
免
除
・
一
部
免
除
制
度

　

�　
「
本
人
」・「
世
帯
主
」・「
配
偶
者
」の
前
年
度
所
得
が
一
定
以
下
の
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除《
1
／
4

免
除
・
半
額
免
除
・
3
／
4
免
除
》に
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予
制
度

　

�　

50
歳
未
満
の
方
が「
本
人
」・「
配
偶
者
」
の
前
年
度
所
得
が
一
定
以

下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
制
度

　

�　

学
生
の
方
で「
本
人
」
の
前
年
度
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
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三
年
間
の
協
力
隊
の
活
動
も
来
年
の

三
月
ま
で
。
最
後
の
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
二
年
続
け
て
き
た
農
家
の
方

へ
の
取
材
の
中
で
「
農
業
は
毎
年
一
年

生
」
と
い
う
言
葉
を
た
び
た
び
お
聞
き

し
ま
し
た
。「
石
の
上
に
も
三
年
」と
言

い
ま
す
が
、
農
業
分
野
で
は
実
感
と
し

て
、
三
年
は
短
く
、
で
き
る
こ
と
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
栗
畑
活
用
の
一
助
に
な
れ
ば

と
、
欧
州
で
は
高
級
と
言
わ
れ
て
い
る

栗
の
ハ
チ
ミ
ツ
の
採
取
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
晩
秋
、
オ
オ
ス
ズ

メ
バ
チ
の
襲
撃
に
会
い
、
群
は
冬
を
越

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
、
再
挑
戦
中

で
す
。
笠
間
の
栗
の
後
押
し
を
、
少
し

で
も
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

さ
て
、
一
年
目
か
ら
お
手
伝
い
を
し

て
い
る
「
笠
間
ワ
イ
ン
の
丘
」
で
す
が
、

今
年
は
東
京
多
摩
地
区
の
社
会
貢
献
活

動
グ
ル
ー
プ
や
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
構
想

中
の
方
、
茨
城
大
学
で
観
光
地
理
学
を

研
究
し
て
い
る
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
、
笠
間

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
利
用
者
、
浦
安

市
か
ら
農
家
体
験
で
来
た
中
学
生
な

ど
、
地
元
の
方
や
今
ま
で
の
活
動
の
ご

縁
か
ら
広
が
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
丘
に
設
置
さ
れ
た
ピ
ザ

用
の
石
焼
窯
も
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
新
し
い
里
山
」
の
あ
り
方
や
、
都
市
と

農
村
機
能
の
融
合
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
し
て
、
よ
り
多
く
の
方
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら

い
、
交
流
人
口

の
増
加
に
繋
げ

ら
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま

す
。

　

活
動
期
間
は

残
り
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。

毎
年
一
年
生

活動報告 No.
59

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

柳や
な
ぎ
さ
わ澤　

明あ
き
ら（

60
歳
） 

埼
玉
県
よ
り
移
住

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年
度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲
ある人材が地方へ移住（最長3年）し、地域力
の維持・強化を目的とした支援活動を行うも
のです。

ブログやフェイスブックもご覧ください
ブログ▶http://ameblo.jp/kasamart-wa/
Facebook▶http://www.facebook.com/

Kasamartowa
【問い合わせ】まちづくり推進課（内線538）

地域おこし協力隊とは

ミツバチの内検

地元の方と茨城大学の皆さん（笠間ワインの丘にて）

　欧米の文化は日本の日常に予想以上に取り入れられて
います。皆さんが盛り上がるイベントはクリスマスやハ
ロウィン、バレンタインなどでしょうか。それらのイベ
ントに並び、イースターも欧米では盛大にお祝いされる
行事です。クリスマスやバレンタインの時期になると、
街中はそのムード一色になり、みんなその話題で持ち切
りになります。しかし、日本ではイースターの時期になっ
てもみんなその話をしません。どうやら、イースターだ
けはそこまで浸透していないようです。
　皆さんはイースターについて何か知っていることはあ
りますか？そう尋ねると、日本の友人は「卵のイベン
ト！」と答えます。その通りで、イースターは卵がシン
ボルのイベントで、イエス・キリストの復活を祝うお祭
りです。家族で卵を使ったごちそうを食べ、卵を使った
遊びをしてお祝いをします。
　先日、グリーンフェスタ会場において、イースターの
イベントを開催しました。子どもたちにエッグハントと
いう卵の宝探しゲームを体験してもらいました。こども

たちは、芝生にまかれたおかし入りのプラスチックの卵
を一生懸命に拾っていました。物珍しい海外のイベント
をやってみて、盛り上がっている子どもたちの姿を見て、
自分も楽しかったです。来年もイースターのイベントを
開催したいと思っているので、その時はぜひ遊びに来て
ください！

【問い合わせ】市民活動課（内線133）

子供たちとLet's Easter!

卵をいっぱい拾うぞ

イースター
のシンボル

vol.
8
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【問い合わせ】保健センター　TEL 0296-77-9145

　
「
第
18
回
全
国
こ
ど
も
陶
芸
展
in
か
さ
ま
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

今
年
も
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
、

個
性
豊
か
な
力
作
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
1
5
0
点
の
入
賞
作
品
と
中
学
3
年
生
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

　

こ
ど
も
た
ち
の
創
造
力
豊
か
な
作
品
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

会
　
期

　
7
月
27
日（
金
）～
8
月
30
日（
木
）

場
所

　
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
・
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
〔
笠
間
市
笠
間
2
3
4
5
〕

　
※
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
入
場
無
料

開
館
時
間

　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

　
（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）

　
※�

7
月
27
日（
金
）は
午
前
11
時
開
幕

休
館
日

　
月
曜
日

　
※
た
だ
し
8
月
13
日
は
開
館

第
18
回

全
国
こ
ど
も
陶
芸
展

in
か
さ
ま

【
問
い
合
わ
せ
】生
涯
学
習
課（
内
線
3
8
2
）

73 Life Long Learning＝生涯学習

健康ホットライン

笠
間
市
食
育
推
進
計
画
重
点
目
標
「�

3
食
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と
を
す
す
め
る
」

朝
食
・
昼
食
・
夕
食
を
し
っ
か
り
食
べ
て

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

　

発
育
発
達
が
目
覚
ま
し
い
幼
児
期

は
、
毎
日
の
食
事
が
と
て
も
大
切
で

す
。
食
べ
る
量
や
好
き
嫌
い
な
ど
気

に
な
る
こ
と
も
多
い
時
期
で
す
が
、

ま
ず
は
1
日
3
食
（
朝
食
・
昼
食
・

夕
食
）
規
則
的
な
食
事
リ
ズ
ム
で
食

事
が
と
れ
て
い
る
か
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

規
則
的
な
食
事
リ
ズ
ム
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
、
健
や
か
な
成
長
に
と

て
も
大
切
な
事
で
す
。

《�

お
子
さ
ん
の
日
ご
ろ
の

生
活
を
点
検
》

•�

早
寝
早
起
き
し
て
い
ま
す

か
？

•�

毎
日
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
時
間
に

朝
食
・
昼
食
・
夕
食
を
食
べ

て
い
ま
す
か
？

•�

お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を

だ
ら
だ
ら
食
べ
た
り
飲
ん
だ

り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

•�

子
ど
も
一
人
だ
け
で
食
事
を

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

•�

体
を
動
か
し
た
遊
び
な
ど
を

取
り
入
れ
て
、
し
っ
か
り
遊

ん
で
い
ま
す
か
？

•�

楽
し
く
食
事
し
て
い
ま
す

か
？

各項目「はい」と答えられるといいですね！

保健センターでは、育児相談や栄養相談を実施しています。ぜひ、ご利用ください。

食事時間と生活リズムの例 早寝早起きは規則的な食事
リズムづくりに大切です

朝食・昼食・夕食を
しっかり食べて

規則正しい生活リズムを
つくりましょう!

体を動かしてエネルギーを使
い、食事時間に空腹になって
いると食事をおいしく食べら
れます。

朝の光を浴びて目覚め、朝食を
食べて、1日が始まる合図を体
に送りましょうみんなで楽しく食べる経験

は、食べる意欲や豊かな心
を育てます。

※幼児期のおやつは、食事の一部と考えま
すが、甘い物や脂っこいものの食べすぎに
注意して、次の食事に影響がないようにし
ましょう。

朝の心地よい目覚めから、朝食・昼食・夕食を規則的にしっかり食べて元気いっぱい笠間っ子！

朝食

夕食

午前7時頃

午後6時頃

昼食 正午頃

※おやつ

※おやつ
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笠
間
市
の
友
好
都
市
の
一
つ

に
和
歌
山
県
田
辺
市
が
あ
り
ま

す
。
合
気
道
開
祖 

植う
え
し
ば芝 

盛も
り
へ
い平
翁

の
生
誕
の
地
で
す
。

　

市
長
は
、
真ま

な
ご砂 

充み
つ
と
し敏
氏
で
あ

り
、
私
と
同
世
代
四
期
目
、
趣
味

は
磯
釣
り
、
と
共
通
点
が
多
い
友

人
で
す
。
全
国
市
長
会
の
会
議
等

で
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
、
彼

は
私
に
会
う
と
、
必
ず
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
写
真
を
自
慢
げ
に
見

せ
ま
す
。

　

写
真
は
田
辺
市
の
太
平
洋
に

浮
か
ぶ
磯
で
釣
り
上
げ
た
石
鯛

の
写
真
で
す
。
3
〜
5
㎏
の
見
事

な
石
鯛
で
あ
り
、
写
真
を
見
る
度

に
悔
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
一
方
で

彼
の
実
力
は
相
当
な
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

真
砂
市
長
か
ら
は
会
う
度
に

「
手
ぶ
ら
で
田
辺
に
来
て
く
だ
さ

い
、
釣
り
に
同
行
し
ま
す
」
と
誘

い
を
受
け
ま
す
。
い
つ
も
「
必
ず

行
き
ま
す
よ
！
」
と
返
事
を
し
ま

す
が
10
年
間
実
現
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
今
年
こ
そ
は
実
現
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

海
あ
り
、
山
あ
り
、
世
界
遺
産

あ
り
。
笠
間
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

一
度
旅
し
て
く
だ
さ
い
。

　笠間市国際交流協会の活動に参加され、その後帰国して世界中で暮らしている海外の友達からの便りや、メッセージ
をご紹介します。今月は1年間笠間市国際交流協会の日本語教室で勉強されタイに帰国して、サコンナコン県のカセサー
ト大学で教鞭をとるK

カ ニ カ
annika W

ウ ォ ン パ ニ ッ ト
ongpanitさんからのメッセージです。さあ、世界に友達を作って交流を始めましょう。

Good morning!
Ok, I just talked with friend. He will go to Narita by 
himself for help carry. He has big position work in Thai 
Airway. Then he comeback to Thailand with professor.
May I ask you? The ticket flight all people are already 
book?　How about domestic flight? 
I would like to pick him and send him by myself, so I 
have to book same flight.  Kannika

　おはようございます!
　友達に相談したところ、大丈夫です。彼が（支援物資）を運ぶ
協力のために成田まで行きます。彼はタイ航空の役員です。そ
れから教授と一緒にタイ国に戻ります。
　お聞きしたいのですが、みんなの航空券はもう手配済みです
か？国内便も手配しましたか？
　彼を空港に迎えに行って、国内便で送迎しますから、私は同
じフライトの航空券を予約しなければなりませんので。  カニカ

【申し込み・問い合わせ】一般社団法人 笠間市国際交流協会　TEL 090-2761-8711（木
き む ら

村 美
み え こ
枝子）

【
日
時
】�8
月
3
日（
金
）か
ら

　
　
　 

8
月
5
日（
日
）の
2
泊
3
日

【
受
け
入
れ
生
】

　

�

筑
波
大
学
に
お
け
る
ア
ジ
ア
開
発
銀

行
／
世
界
銀
行
か
ら
の
大
学
院
修
士

課
程
奨
学
生
の
た
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

学
ん
で
い
る
、
社
会
人
経
験
を
持
つ

留
学
生
19
名
。
今
年
度
は
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ガ
イ
ア
ナ
、

リ
ベ
リ
ア
、
マ
ラ
ウ
イ
、
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ

シ
ュ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア

の
出
身
で
、
日
本
語
の
レ
ベ
ル
は
初

歩
的
で
す
が
、
英
語
で
は
不
自
由
な

く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
申
し
込
み
】

　

�

7
月
20
日
ま
で
に
笠
間
市
国
際
交
流

協
会
に
電
話
で
申
し
込
み
。

◎
8
月
の
日
本
語
教
室

　
4
日（
土
）・
11
日（
土
）・
18
日（
土
）

　
会
場　
ト
モ
ア　
午
前
10
時
か
ら

＊
外
国
人
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

平成30年度
笠間市国際交流協会総会

8
月
の
国
際
交
流
情
報

筑
波
大
大
学
院
留
学
生
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
受
け
入
れ
家
庭
募
集

市長コラム
ラ
イ
バ
ル

〜 

田
辺
市
　
真ま

な
ご砂
市
長 

〜

釣り上げた石鯛を手に、
笑顔の真砂市長
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1 水

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月 いこいの家はなさか 休館日
（いこいの家 はなさか ℡0296-77-5110）

7 火

8 水

9 木

みんなの相談室～メディカルカフェ～《要予約》
14：00～15：30
テーマ「転ばぬ先の杖～転倒予防について～」

（笠間市地域包括支援センター ℡0296-78-5871）

10 金

11 土

12 日

普通救命講習会　9：00～12：00　消防本部　3階
（笠間市消防本部 ℡0296-73-0119）　

天狗の郷バザールdeいわま　9：00～15：00
地域交流センターいわま「あたご」 

（根本　℡090-3009-7883）

13 月
十六夜まつり　18：00〜21：00

陶の小径（やまさき陶苑 ℡0296-72-6865）
いこいの家はなさか 休館日

14 火 十六夜まつり　18：00〜21：00

15 水 行政書士無料相談会　13：00～16：00　
　笠間市役所本所1階ロビー（秘書課 内線226）

16 木

灯籠流し　18：30〜
笠間ショッピングセンターポレポレ周辺

（�笠間ブロック明るい社会づくりの会 ℡0296-
74-2317（篠田石材））

17 金

18 土
笠間のまつり 光のオブジェ（ねぶた）＆神輿パ
レード　18：00〜21：30

笠間稲荷神社周辺（商工観光課 内線517）

19 日

20 月 いこいの家はなさか 休館日

21 火

22 水

行政相談　14：00～16：00　友部公民館
（秘書課 内線226）　

特設無料人権相談　10：00～15：00
笠間公民館（水戸地方法務局 ℡029-227-9919）

23 木

24 金

25 土 カサマルシェ　9：00～12：00
友部公民館前（農政課　内線527）

26 日

友部駅前フリーマーケット　9：00～13：00
地域交流センターともべ「トモア」まちの広場

（佐藤 ℡090-3245-0880）
休日納税相談窓口【市役所本所】　8：30～12：00
（収税課 内線118）

27 月 いこいの家はなさか 休館日

28 火

29 水

30 木

31 金

情報カレンダー 8月

※笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週月～金曜日に開設します（かさまこども園内10：00～16：00）。祝日は休み。
※�岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・木・金曜日に開設します（市民センターいわま内10：00～16：00）。祝日は

休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館内9：00～16：00）。
※保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健センター年間予定表をご覧ください。

曜日 場所 時間 窓口延長課

日曜日 市役所本所 8：30～12：00 市民課
収税課（月末のみ）

火曜日 岩間支所 17：15～19：30 市民窓口課

水曜日 市役所本所 17：15～19：30 市民課、保険年金課
税務課、収税課

木曜日 笠間支所 17：15～19：30 市民窓口課
※上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

日付 曜日 病院名 電話番号
毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

11日 土 高瀬医院 0299-45-2140

※�平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※�当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、 
　診療を受けてください。

窓口延長サービス 8月の休日救急診療当番 9：00～17：00
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笠間
公民館

〒309-1613 笠間市石井2068番地1
TEL 0296-72-2100／FAX 0296-72-2103

友部
公民館

〒309-1737 笠間市中央三丁目3番6号
TEL 0296-77-7533／FAX 0296-78-3278

岩間
公民館

〒319-0294 笠間市下郷5140番地
TEL 0299-45-2080／FAX 0299-45-7612

第44回 笠間市民美術展覧会 出品者募集

部　　門 作品の大きさ等
※未発表の作品、搬入・展示できるものに限ります。

出品点数
（1人につき）

（1）日 本 画 33.4㎝×24.2㎝以上、90.9㎝×72.7㎝以内 3点以内

（2）洋　 画 8号以上30号以内（油彩、水彩、パステル、版画） 2点以内

（3）彫刻立体
造 形

・�底面200㎝×200㎝高さ300㎝以内とし、定量は総重量500㎏以下とする。
・�前記作品を運搬、移動、陳列に使用する機材および要員は各自準備する。 3点以内

（4）工　 芸
デザイン

・100㎝×100㎝×100㎝×以内
・平面デザインやイラストはB4〜B1サイズまで（簡易額装可）
・ポスター等は実名は不可
※市販のキット等を使った作品はご遠慮ください。

3点以内

（5）書　 道
・漢字：半

はんせつ
切…35㎝×135㎝、半切1/2…35㎝×67.5㎝

・かな：半切…35㎝×135㎝、半懐紙…36㎝×25㎝、全懐紙36㎝×50㎝
※縦書き、横書き自由。　※額装または軸装とする。

1点以内

（6）写　 真 4つ切以上（額縁またはパネル張り） 1点以内

搬 入
【場所】 笠間市地域交流センターいわま「あたご」

　 　 　 　（日本画、洋画、彫刻立体造形、工芸・デザイン、書道、写真）

10月6日（土） 午前10時～午後3時 〈時間厳守〉

資　格 笠間市在住者、出身者または本市に職域・活動を持つ方 ※ただし、 高校生以上

出品料 1人 1,000円（1部門につき）※ただし、高校生は無料

展　示 審査のうえ、入選作品のみを展示します。

授賞式 10月21日（日）午後2時〜　笠間市地域交流センターいわま「あたご」

搬　出 10月21日（日）授賞式終了後～午後5時〈時間厳守〉

申し込み 最寄りの公民館の備え付け応募用紙に記入のうえ、搬入時に提出してください。

注意事項 ・風紀上好ましくない作品は出品できません。
・審査の結果、落選および陳列に対し異議は受け付けません。
・陳列作品は主催者の承認がない限り撤回することはできません。
・�作品に必要な付属装飾（額縁またはパネル張り、つりひも等）は出品者が付けてください。
・�作品の保管については十分注意しますが、天災その他の事故においては作品保管の責任は負いません。
・定められた期間中に搬出しない作品については主催者は保管責任を負いません。

入　賞 審査のうえ優秀作品には、市長賞、市議会議長賞、教育長賞、文化連盟会長賞、奨励賞を授与します。

主催／笠間市民美術展覧会実行委員会　　共催／笠間市・笠間市教育委員会・笠間市文化連盟

会 期 10月9日（火）～21日（日） 午前9時～午後5時
（ただし、最終日は午後2時まで）

会 場 笠間市地域交流センターいわま「あたご」
（笠間市下郷4438-7）TEL 0299-57-3357　※10月16日（火）休館

第44回
笠 間 市 民
美術展覧会
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読書感想文コンクール　課題図書紹介

各館の行事予定 8月
笠間図書館

◆おはなし会（0～3歳向け 午前11時～11時20分）

8月	 3日（金）	『はなびドーン』ほか
8月	17日（金）	�『きゅうりさんととまとさ

んとたまごさん』ほか
◆おはなし会（4歳～小学生向け 午後2時～）

8月	 5日（日）	『ぼくのじちゃん』ほか〈たんぽぽ〉
8月	12日（日）	『むんむんあつい』ほか
		 〈語り部の会〉
8月	19日（日）	『ピカコロ』ほか〈アイアイ〉
8月	26日（日）	『きもだめし』ほか
		 〈箱田エプロン・ママ―ズ〉
◆上映会（午後2時～）

8月	18日（土）	『ウルトラ重機2』（88分）
◆ギャラリー

◇7月	27日（金）～8月29日（水）　
　「ひとにやさしい器展」
◆ぬいぐるみおとまり会

①おはなし会＆ぬいぐるみチェックイン

　8月	25日（土）午後1時30分～2時30分
　2階ホール
②ぬいぐるみチェックアウト
　�8月	26日（日）図書館サービスデスクに

て午後1時～午後7時の間
③申し込み期間
　8月8日（水）午前9時～8月22日（水）
　定員20名

友部図書館
◆おはなし会（0歳～3歳向け 午前11時～）

8月	 2日（木）	『でんしゃごっこ』ほか
8月	16日（木）	『おかおないない』ほか
◆おばけのおはなし会（幼児～小学生）

8月	 5日（日）	午後2時～3時
◆万華鏡を作ってみよう！（小学生）

8月	18日（土）	午後1時30分～3時30分
・申し込み期間
　7月26日（木）午前9時〜8月15日（水）
・定員：小学生20名（先着順）
電話またはカウンターでお申し込みください

◆ ギャラリー
◇7月	24日（火）～8月5日（日）
　「写真展示」春秋写心クラブ
◇8月	7日（火）～8月19日（日）
　「写真・資料展示」友部平和の会
◇8月	21日（火）～9月2日（日）
　「写真展示」茨城自然写真の会

岩間図書館
◆おはなし会（0歳～3歳向け 午前11時～11時30分）
8月	 9日（木）	『�はっぱのなかでみいつけ

た』ほか
＊場所：岩間子育て支援センター くりのこ
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
8月	 5日（日）	『�くりちゃんとひまわりの

たね』ほか
◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
8月	11日（土）	『かまきり』ほか
		 〈めだかクラブ〉
8月	25日（土）	『はらぺこあおむし』ほか
		 〈めだかクラブ〉

茨城新聞小学生読書感想文コンクール、青少年読書感想文コンクールの課題図書の貸出を行っています。
【期間】 7月1日（日）～8月24日（金）　※期間中は1週間貸出、延長不可、貸出・予約とも1人2冊までです。

タイトル 著者 出版社
第46回　茨城新聞小学生読書感想文コンクール

1
・
2
年
生
む
き

大どろぼうジャム・パン 内田 麟太郎/作
藤本 ともひこ/絵 文研出版

おかのうえのカステラやさん 堀 直子/作
神山 ますみ/絵 小峰書店

おたんじょうび、もらったの 服部 千春/作
たるいし まこ/絵 岩崎書店

おばけのポーちゃん
おばけのたんけん

吉田 純子/作
つじむら あゆこ/絵 あかね書房

小学生まじょのふしぎなぼうし 中島 和子/作
秋里 信子/絵 金の星社

はやくちまちしょうてんがい
はやくちはやあるきたいかい

林 木林/作
内田 かずひろ/絵 偕成社

まじょのナニーさん
まほうでおせわいたします

藤 真知子/作
はっとり ななみ/絵 ポプラ社

3
・
4
年
生
む
き

ジュディ・モードの独立宣言 メーガン・マクドナルド/作
ピーター・レイノルズ/絵 小峰書店

小学校がなくなる！ 麻生 かづこ/作
大庭 賢哉/絵 文研出版

ちいさなはなのものがたり 斉藤 洋/作
浅倉 田美子/絵 偕成社

マーサとリーサ　とびきりの
夏の思い出、つくります！

たかおか ゆみこ/
作・絵 岩崎書店

山田県立山田小学校　山田の殿さま、
おしのび参観！？

山田 マチ/作
杉山 実/絵 あかね書房

妖精のベーグル 斉藤 栄美/作
染谷 みのる/絵 金の星社

魔法の庭ものがたり
うらない師ルーナと三人の魔女

あんびる やすこ/
作・絵 ポプラ社

5・6
年
生
む
き

絵物語古事記 富安 陽子/文
山村 浩二/絵 偕成社

おれたちのトウモロコシ 矢嶋 加代子/作
岡本 順/絵 文研出版

タイトル 著者 出版社

5
・
6
年
生
む
き

救助犬エリーの物語 W・ブルース・キャメロン/作
西本 かおる/訳 小峰書店

こども電車 岡田 潤/作・挿画 金の星社
妖怪道中膝栗毛
旅の終わりは妖怪ワールド

三田村 信行/作
十々夜/絵 あかね書房

わたしの苦手なあの子 朝比奈 蓉子/作
酒井 以/絵 ポプラ社

新津春子。世界一のおそうじマイス
ター！ 若月 としこ/著 岩崎書店

第64回　青少年読書感想文全国コンクール

低
学
年

ルラルさんのだいくしごと いとう ひろし/作 ポプラ社
きみ、なにがすき？ はせがわ さとみ/作 あかね書房

なずずこのっぺ？ カーソン・エリス/作
アーサー・ビナード/訳 フレーベル館

がっこうだってどきどきしてる
アダム・レックス/文
クリスチャン・ロビンソン/絵
なかがわ ちひろ/訳

WAVE出版

中
学
年

レイナが島にやってきた！ 長崎 夏海/作
いちかわ なつこ/絵 理論社

森のおくから レベッカ・ボンド/作
もりうち すみこ/訳 ゴブリン書房

最後のオオカミ
マイケル・モーパーゴ/作
はら るい/訳
黒須 高嶺/絵

文研出版

すごいね！みんなの通学路 ローズマリー・マカーニー/文
西田 佳子/訳 西村書店

高
学
年

奮闘するたすく まはら 三桃/著 講談社

こんぴら狗 今井 恭子/作
いぬんこ/画 くもん出版

ぼくとベルさん フィリップ・ロイ/著
櫛田 理絵/訳 ＰＨＰ研究所

クニマスは生きていた！ 池田 まき子/著 汐文社

7月31日（火）まで岩間支所改修工事のため
岩間図書館は休館です。お知らせ
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【搬入車両等対策】
　搬入車両について市内4ヶ所で監
視活動（市内通過禁止区域の現地確
認等）を行い、各班からその結果報
告を受けた。
・1班  「エコフロンティアかさま」入口
・2班  「才木交差点」角
・3班  逆川「芸術の森公園」入口
・4班  施設内（管理棟前）
【監視活動結果】
①�「エコフロンティアかさま」入場

に当たって、周辺道路上での待機
車両はなかった。

②�搬入車両について、搬入業者に義
務付けているステッカーが未標示
である車両はなかった。

【次回の監視活動】
　施設モニタリング、排ガスの維持
管理、浸出水の放流について実施。
※�今回の監視で「エコフロンティア

かさま」への搬入に伴い、市内通
過禁止区域を通行した産業廃棄物

搬入車両はありませんでした。

午後3時
定員▶各回70人
参加費▶1,000円
申・問 地域交流センターいわま（あたご）

（笠間市下郷4438-7）
TEL 0299-57-3357

笠間の家からのお知らせ
十六夜まつり展
日時▶7月31日（火）～8月14日（火）
場所▶笠間の家ギャラリー

十六夜まつりライブ
日時▶8月5日（日）午後4時～5時
場所▶笠間の家ギャラリー
定員▶25名
内�容▶スティールパンやギターなどの

音楽ライブ
料金▶1,500円（1ドリンク込）
申�し込み方法▶笠間の家にてチケット

販売中（前売り・当日あり）
申・問 笠間の家（笠間市下市毛79-9）
TEL 0296-73-5521

笠間クラインガルテンからのお知らせ
おたのしみバーベキュー
日�時▶通年 午前11時～午後5時（最終

受け付け午後3時）
場所▶笠間クラインガルテン

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（実施日 5月24日）

問 秘書課（内線225）／総務省茨城行政評価事務所 TEL 029-221-3347

　6月1日、次の方が総務大臣から行政相談委員に委嘱されました。

井
い ぐ ち

口　清
きよし

さん
（池野辺）

　行政相談委員は、「めざそう　住みよい　ま
ちづくり」をスローガンに、住民の皆さんの身
近な相談相手として、行政に関する相談などを
受け付け、その解決のための活動をしています。
　毎日の暮らしの中で、困っていること、悩ん
でいることなどがありましたら、お気軽にご相
談ください。相談は、無料・秘密厳守です。
　会場や日程については情報カレンダーをご覧
ください。

行政相談委員が委嘱されました

監視委員による搬入車両確認状況

※�納税には、簡単で便利な口座振替を
ご利用ください。

※�納期限を過ぎると延滞金が加算され
ます。早めの納税をお願いします。

※�口座振替で納付の方は預金残高の確
認をお願いします。

7月の納税等
納期限：7月31日（火）
固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料

（2期分）
（2期分）
（1期分）

内�容▶・レンタル料金1炉（4～5名様）
あたり 1,000円＋税

　炭代金 3キロ／600円
　�・セットメニュー／手ぶらで楽ちん

セット　おひとり様　1,500円＋税
（牛肉・豚肉・季節の野菜盛り合わせ、
焼きそば、皿類、トング類、サラダ油、
焼肉のたれ中辛、塩コショウ）

　※�5日前までにご予約ください。
　　お得な子ども団体割もあり。
申・問 笠間クラインガルテン直売所

（本戸4258）TEL 0296-70-3133
※月曜定休
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笠間市からのお知らせ
情報公開・個人情報保護制度の
運用状況について
　情報公開・個人情報保護制度は、個
人の知る権利を尊重し個人の権利利益
の保護を図るために、市の保有する情
報の公開を請求する権利、個人情報の
開示等を請求する権利を明らかにする
ものです。
　平成29年4月1日から平成30年3月31
日までの情報公開・個人情報保護制度
の運用状況は、次のとおりです。
　情報公開条例に基づく公文書の公開
の請求に対する公開および部分公開が
35件、条例に基づく審議会等の会議の
公開が70件ありました。
　なお、市長交際費・議長交際費を市
のホームページで公開しています。
　また、個人情報保護条例に基づく開
示の請求に対する開示が22件あり、訂
正・削除・利用中止請求はありません
でした。

問 総務課（内線207）

飯田ダムからのお知らせ
森と湖に親しむ旬間  飯田ダム見学会
　ダムを中心とした自然豊かな空間に
ふれ、心身のリフレッシュをはかるイベ
ントです。
日�時▶7月29日（日）午前10時～午後

3時（小雨決行）
場�所▶飯田ダム管理事務所（笠間市飯

田字梨木平1125-12）
内��容▶・ダム監

かんさろう
査廊、船

ふなぐら
庫の一般公開

　�・ダムの目的、内容に関するパネル
展示・ダムカード配布・クイズラリー、
記念品配布・ヨーヨーすくい

参加費▶無料（予約申し込み不要）
問 茨城県水戸土木事務所ダム管理課 
TEL 029-225-4515（萩原）

トモアからのお知らせ
夏休み企画　子どものための

ハープミニコンサート
　ボイストレーニング講座でもおなじ
みの、早

はやかわ

川ちひろさんによるアイリッ
シュハープと歌の40分程度のミニコン
サート。子ども達の好きな童謡やアニ
メソングなどを楽しみながら音楽を学
びましょう。
日�時▶7月22日（日）午後3時開演（午

後2時45分開場）
場所▶トモア「健康ルーム」
定�員▶20組40名（全席自由席・椅子が

ないので座布団等をお持ちください）
参�加費▶乳児～中学生　600円・高校

生～大人　700円（トモアにて販売）

夏休みパパとママとお料理きょ
うしつ
　小さな頃に読んでもらった絵本の中
に出てくる、おいしそうなおやつを作り
ましょう。「かんたんサンドイッチ」と「に
んじんケーキ」を作ります。
日�時▶8月4日（土）午前10時～午後0

時30分
場所▶トモア　調理室
対�象▶親子ペア（お子さんは何歳から

でも可）
定�員▶12組（先着順／応募者多数の場

合は抽選）
参�加費▶パパかママ1名とお子さん1名

で1,500円（お子さん1名追加ごとに
＋500円）

持ち物▶筆記用具・三角巾・エプロン

夏休み　絵画・ポスター宿題教室
　夏休みの宿題の絵画を、楽しみなが
ら描きます。（個人差があるので、全員
が完成するとは限りません。ご了承く
ださい。）
日時▶8月4日（土）午後1時～5時
場所▶トモア会議室
講�師▶関

せきぐち
口 広

ひ ろ こ
子（アートスクールヒロ

主宰）・照
てるぬま

沼 めぐみ（アトリエKEIKI
主宰）

対象▶小学生
定員▶20名（先着順）
参加費▶2,500円

持�ち物▶飲み物・課題の画用紙（丸め
ないこと）鉛筆（2B）消しゴム・宿題
内容プリント・雑巾、絵の具セット（絵
の具の補充を忘れずに）※1・2年生
は、クレヨンと油性マジックも持参。

駅前シネマ・夏休み企画
「平和を考えるアニメ特集」
日時▶8月2日（木）「チョッちゃん物語」
　8月16日（木）「えっちゃんのせんそう」
　8月23日（木）「ぞう列車がやってきた」
　8月30日（木）「ガンバとカワウソの冒険」
　�いずれも1日4回上映　①午前10時

～　②午後1時～　③午後4時～　
④午後7時～

場所▶トモア　マルチホール
参�加費▶一般1,000円／身障者・シニ

ア800円／子ども500円
　※未就学児は無料
　※�映画を5回観ると、1回無料になり

ます。

トモア自主映画
「マリリン7日間の恋」
日�時▶8月4日（土）1日4回上映　①午

前10時～　②午後1時～　③午後4
時～　④午後7時～

場所▶トモア　マルチホール
参�加費▶前売り：一般1,000円／子ど

も（小中学生）500円
　�当日：一般1,200円／子ども（小中

学生）700円
申・問 地域交流センターともべ「トモア」

（友部駅前1番10号）
TEL 0296-71-6637

あたごからのお知らせ
ライブイン「あたご」第2弾
安
あ だ ち

達由
ゆ み

美（シャンソン歌手）・山
や ま だ

田
ひかる（ピアノ）デュオコンサート
　爽やかな歌声を聴いてひとときの涼
を感じてください。
日�時▶7月29日（日）《第一部》開場：

午後0時30分・開演：午後1時／《第
二部》開場：午後2時30分・開演：

申 …申し込み　問 …問い合わせ
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受
講
者
を
募
集

平
成
30
年
度

第
18
回

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

子
ど
も
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
問
い
合
わ
せ
】笠
間
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　

 

T
E
L 

0
2
9
6
―
72
―
0
8
7
4（
直
通
）

【
問
い
合
わ
せ
】友
部
図
書
館　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
2
9
6
―
78
―
1
2
0
0

　

笠
間
市
消
防
本
部
に
お
い
て
、
左
記
に
よ
り
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

【
日　
　
　
　
時
】	

8
月
7
日（
火
）・
8
日（
水
）の
両
日

	

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

【
場　
　
　
　
所
】	

笠
間
市
消
防
本
部
　
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
受
け
付
け
期
間
】	

7
月
10
日（
火
）〜
7
月
24
日（
火
）

【
受
け
付
け
場
所
】	

消
防
本
部
予
防
課
・
笠
間
消
防
署
・
友
部
消
防
署
・
岩
間
消
防
署

【
テ
キ
ス
ト
代
】	

4,
0
0
0
円

【
定　
　
　
　
員
】	

1
0
0
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

防
火
管
理
者
と
は

　

多
数
の
人
が
利
用
す
る
建
物
な
ど
、
防
火
管
理
業
務
を
行
う
責
任
者
で
あ
り
、

一
定
規
模
の
建
物
の
所
有
者
、
管
理
者
等
は
防
火
管
理
者
を
選
任
し
、
防
火
管
理

業
務
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
火
管
理
者
が
必
要
な
事
業
所
等

1 �

老
人
ホ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
障
害
者
支
援
施
設
な
ど
の
自
力
避
難
困
難

者
が
入
所
す
る
社
会
福
祉
施
設
等
の
職
員
数
や
入
所
者
数
の
合
計
が
10
人
以
上

の
も
の

2 �

公
民
館
、
結
婚
式
場
、
遊
技
場
、
飲
食
店
、
店
舗
、
旅
館
、
病
院
な
ど
不
特
定

多
数
の
者
が
出
入
り
す
る
事
業
所
等
で
、
そ
こ
に
勤
務
す
る
職
員
や
出
入
り
す

る
者
の
合
計
が
30
人
以
上
の
も
の

3 �

工
場
、
倉
庫
、
神
社
（
寺
院
）、
事
務
所
、
学
校
な
ど
特
定
の
者
が
出
入
り
す
る

事
業
所
等
で
、
そ
こ
に
勤
務
す
る
職
員
（
学
校
の
場
合
は
児
童
・
生
徒
・
学
生

の
数
も
含
め
る
）
の
合
計
が
50
人
以
上
の
も
の

　

友
部
図
書
館
で
は
、
第
18
回
子
ど
も
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参

加
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

作
品
募
集

１
．
読
書
感
想
文
の
部

◎�

題
材
は
、
自
分
の
好
き
な
本
か
ら
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

◎�

4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
5
枚
以
内

で
す
。

※�

未
就
学
児
の
用
紙
は
友
部
図
書
館
窓
口

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

2
．読
書
感
想
画
の
部

◎�

自
分
で
読
ん
だ
本
の
感
想
画
を
描
い
て

く
だ
さ
い
。中
身
と
同
じ
よ
う
な
挿
絵・

イ
ラ
ス
ト
、
マ
ン
ガ
等
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

・
画
材
は
自
由
。

・�

用
紙
の
大
き
さ
は
4
つ
切（
38
㎝
×
54

㎝
）

3
．手
作
り
絵
本
の
部

◎�

用
紙
サ
イ
ズ
・
枚
数
・
画
材
は
自
由
で

す
。

◎
製
本
は
簡
単
な
も
の
で
構
い
ま
せ
ん
。

4
．ぼ
く
、わ
た
し
の
好
き
な
一
冊

◎�

お
友
だ
ち
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
部
門
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
ま

す
が
表
彰
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

1
、
応
募
資
格　

①
未
就
学
児
の
部

②
小
学
生
1
年
～
3
年
の
部

③
小
学
生
4
年
～
6
年
の
部

④
中
学
・
高
校
生
の
部

2
、
募
集
期
間　

7
月
20
日（
金
）～
9
月
8
日（
土
）

3
、
応
募
先　

友
部
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

4
、
応
募
方
法　

友
部
図
書
館
に
あ
る
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
作
品

と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
用
紙
は
友
部
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
主
催

子
ど
も
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
・
友

部
図
書
館

【期間】10月2日（火）〜14日（日）　　【展示場所】友部図書館ギャラリー
◎イベント 【日時】10月14日（日） 午前10時～
　　　　　 【場所】友部図書館 2階 視聴覚室（各部門の優秀作品を表彰します。）
◎そ の 他 応募者全員に参加賞があります。

★★★ 第18回 子ども読書フェスティバルについて ★★★

友部図書館ホームページ
�http://lib.city.kasama.ibaraki.jp/
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入
社
の
き
っ
か
け
は

　

元
々
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
い
就
職
活

動
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
会
社
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
地
元
企
業
で
家
か
ら
も

通
勤
で
き
、
も
の
づ
く
り
の
技
術
を
学
べ
る
会
社
だ
っ
た
の
で
、
入
社
試
験
を
受
け
ま

し
た
。

 

働
い
て
み
て
知
っ
た
こ
と

　

工
場
と
聞
く
と
熟
練
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
自
分
と
あ

ま
り
年
の
変
わ
ら
な
い
若
い
先
輩
た
ち
が
多
く
、
仕
事
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
聞
き
や
す
い
の
で
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
設
立
し
て
6
年
目
の
き
れ
い
な
工
場
な
の

で
、
毎
日
気
持
ち
よ
く
仕
事
に
取
り
掛
か
れ
ま
す
。

 

ズ
バ
リ
!!
わ
が
社
の
ス
ゴ
い
と
こ

　

工
場
の
外
観
も
き
れ
い
で
す
が
、
中
は
I
S
O
ク

ラ
ス
8
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
に
な
っ

て
い
る
の
で
更
に
清
潔
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
分
、

身
だ
し
な
み
に
厳
し
い
で
す
が
、
安
全
性
の
高
い
製

品
を
全
国
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
は
大
手
コ
ン
ビ
ニ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
コ
ー

ヒ
ー
容
器
の
蓋
の
部
分
を
作
る
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
す
が
、
プ
レ
ス
を
す
る
と
き
寸
分
の
狂
い
も
許
さ

れ
な
い
業
務
は
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。

 

会
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

ベ
ス
パ
ッ
ク
は
、
高
い
品
質
技
術
で
包
む
価
値
を

高
め
た
最
善
、
最
良
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
を
追
及
す

る
企
業
で
す
。
安
心
し
て
お
使
い
頂
け
る
品
質
の
食

品
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ハ

イ
レ
ベ
ル
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
最
新
鋭
の
自
動
化

設
備
の
も
と
、
食
の
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
化
を
支
え
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】商
工
観
光
課（
内
線
5
1
7
）

⑥
ベ
ス
パ
ッ
ク
株
式
会
社

所　
在　
笠
間
市
福
田
9
6
1
―
22

T
E
L　
0
2
9
6
―
70
―
2
5
0
1

事　
業　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
製
造

私
が
答
え
ま
す
！

 塙
はなわ

　真
ま さ き

輝さん 
（笠間市在住・入社2年目）工場外観 工場内の様子

　

8
月
18
日
（
土
）
午
後
6
時
～
9
時
30
分
、
市
営
荒
町

駐
車
場
を
本
部
会
場
に
「
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
（
ね
ぶ
た
）
＆

神み
こ
し輿
パ
レ
ー
ド
」
を
開
催
し
ま
す
。
パ
レ
ー
ド
は
、
笠

間
地
区
市
街
地
の
国
道
3
5
5
号
線
、
笠
間
稲
荷
神
社

周
辺
～
笠
間
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ポ
レ
ポ
レ
周
辺

等
を
通
行
止
め
に
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
笠
間
の
夏
を
彩

る
ま
つ
り
へ
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

第
28
回

笠
間
の
ま
つ
り

笠間稲荷神社周辺
～笠間ショッピングセンターポレポレ周辺

日時

会場

8月18日（土） 午後6時～9時30分
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【問い合わせ】
国体推進室（内線242）

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg. jp/mobile

人口と世帯数

リハーサル大会を実施します!

クレー射撃
リハーサル大会

←笠間市
　国体HP

8月1日（水）

大会名：第73回国民体育大会関東ブロック大会クレー射撃競技

午前7時開会／午前7時30分競技開始
会場：�茨城県狩猟者研修センター

射撃場

ボランティア、協賛企業・団体、花いっぱい運動の協力団体、
弁当調製業者、売店出店者を募集中！

【購入についての問い合わせ】（一社）笠間観光協会 TEL 0296-72-9222

国体PRポロシャツを着て、大会を盛り上げませんか？
　国体の開催を市民の皆さんと盛り上げるため、国体PR
ポロシャツの一般販売を行っています。左胸には国体バー
ジョンの「笠間のいな吉」が。ぜひお買い求めください。

大人用：全7色／子供用：全6色
※詳細は笠間観光協会HPでご確認ください。 左胸デザイン

　我が家には3歳の長男と1歳の二男がいます。長男は自由奔放

な性格でいつもニコニコしており、二男は食に目がなく、気持

ち良い位の食べっぷりで驚かせてくれます。家庭内での兄弟喧

嘩は日常茶飯事ですが、最近では2人だけで仲良く遊べるよう

になってきました。

　現在は2人とも保育所に通っており、先生方に迷惑をかけつ

つも日々成長しているのが感じられ、そんな息子達の成長が私

と妻の最大の楽しみです。また、仕事から疲れて帰宅した時の

息子達のお出迎えと熱烈な「おかえり！」にはいつも癒されてい

ます。今後も楽しみな事がある半面、心配事も増えていくと思

いますが、周囲の方々の力をお借りして子育てに奮闘していき

たいです。（K.F）

かさまぽけっとアドレス http://kasama-pocket.jp【問い合わせ】子ども福祉課 TEL0296-77-1101（内線162）
笠間キッズ館アドレス http://kasamacity-kidskan.com【問い合わせ】笠間キッズ館 TEL0296-77-8340
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新米パパのイクメン日記

●人　口：75,151人（−36人）　男 36,781人（−35人）　女 38,370人（−1人）
●世帯数：28,814世帯（＋28世帯）　●5月の出生数：33人　●5月の死亡数：88人

《常住人口6.1現在》
（　）内は前月比較
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